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ハリンコが泳ぎホタルが舞う豊かな
水環境を守る

「水都・大垣」の継承に向けて

大
垣
市
は
濃の
う

尾び

平
野
の
西
部
、
岐
阜
県
の
南
西
部

に
位
置
し
、
大
垣
地
域
、
墨
俣
地
域
、
上
石
津
地
域

か
ら
な
り
ま
す
。
大
垣
地
域
・
墨
俣
地
域
は
平
坦
な

地
形
に
多
く
の
河
川
が
流
れ
る
地
域
、
上
石
津
地
域

は
緑
豊
か
な
里
地
里
山
地
域
で
、
大
垣
市
は
多
様
な

地
勢
を
有
し
て
い
ま
す
。

大
垣
市
は
古
く
か
ら「
水
の
都
」と
呼
ば
れ
て
お
り
、

揖
斐
川
を
は
じ
め
と
す
る
大
小
様
々
な
河
川
や
良
質

で
豊
富
な
地
下
水
と
い
っ
た
水
環
境
と
、
伊
吹
山
系

等
の
森
林
や
里
山
な
ど
の
み
ど
り
豊
か
な
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
豊
か
な
自
然
は
、
ハ

リ
ヨ（
愛
称
：
ハ
リ
ン
コ
）や
ネ
コ
ギ
ギ
な
ど
の
貴
重

な
生
物
の
生
息
地
域
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
水
環
境
や
自
然
環
境
を
将
来

に
わ
た
っ
て
守
る
た
め
に
、
２
０
０
０
年
に「
大
垣

市
環
境
基
本
計
画
」を
制
定
し
ま
し
た
。
以
降
、
環
境

基
本
計
画
等
に
基
づ
き
、「
ハ
リ
ン
コ
が
泳
ぎ
、
ホ
タ

ル
が
舞
う
水
都
・
大
垣
」を
望
ま
し
い
環
境
像
に
掲

げ
、
市
の
環
境
保
全
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ハ
リ
ヨ
や

ホ
タ
ル
な
ど
の
水
辺
の
生
き
物
の
保
護
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

【課　題】	 地下水・湧水
【主　体】	 大垣市
【連絡先】	 大垣市生活環境部
	 	 環境衛生課
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大
垣
市
は
、
大
垣
市
環
境
基
本
条
例
に

基
づ
き
、「
ハ
リ
ン
コ
が
泳
ぎ
、
ホ
タ
ル
が

舞
う
水
都
・
大
垣
」を
市
の
望
ま
し
い
環

境
像
と
す
る「
大
垣
市
環
境
基
本
計
画
」を

２
０
０
０
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
市
町
合
併
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変

化
を
踏
ま
え
、
２
０
０
９
年
３
月
に「
大

垣
市
環
境
基
本
計
画 

改
訂
版
」及
び
環
境

基
本
計
画
の
行
動
計
画
と
し
て「
エ
コ
水

都
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
第
１
次
計
画
」を

策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
３
年
３

月
に
は「
大
垣
市
環
境
基
本
計
画 

改
訂

版【
後
期
計
画
】）」及
び「
エ
コ
水
都
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
第
２
次
計
画
」を
策
定
し
、

望
ま
し
い
環
境
像
を
実
現
す
る
た
め
様
々

な
環
境
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
計
画
等
が
終
了
す

る
こ
と
を
受
け
、
前
計
画
に
お
い
て
行
動

計
画
と
し
て
別
途
定
め
て
い
た
エ
コ
水
都

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
包
含
す
る
形
で
、

環
境
基
本
条
例
に
基
づ
く「
大
垣
市
エ
コ

水
都
環
境
プ
ラ
ン
」を
２
０
１
８
年
３
月

に
策
定
し
ま
し
た
。

新
た
に
策
定
し
た
プ
ラ
ン
で
は
、「
ハ

リ
ン
コ
が
泳
ぎ
、
ホ
タ
ル
が
舞
う
水
都
・

大
垣
」を
大
垣
市
の
望
ま
し
い
環
境
像
と

す
る
位
置
づ
け
を
前
計
画
か
ら
継
承
し
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
新
た
な
プ
ラ
ン
や

取
組
に
つ
い
て「
知
る
」、「
考
え
る
」、「
行

動
す
る
」、「
見
直
す
」の
螺
旋
型
の
継
続

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000

「
大
垣
市
環
境
基
本
計
画
」策
定

2000.3

「
大
垣
市
環
境
基
本
計
画
改
訂
版【
後
期

計
画
】」策
定

「
エ
コ
水
都
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
第
２
次

計
画
」策
定

2013.3

「
第
５
次
岐
阜
県
環
境
基
本
計
画
」策
定

2016.3

「
大
垣
市
環
境
基
本
計
画 

改
訂
版
」策
定

「
エ
コ
水
都
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
第
1
次

計
画
」策
定

2009.3

「
大
垣
市
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
第
１
期
基
本

計
画
」策
定

「
大
垣
市
エ
コ
水
都
環
境
プ
ラ
ン
」策
定

2018.3

「
大
垣
市
エ
コ
水
都
環
境
プ
ラ
ン
」の
一
部

を
流
域
水
循
環
計
画
と
し
て
公
表

2021.12

大
垣
市
エ
コ
水
都

環
境
プ
ラ
ン

活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と

で
、
望
ま
し
い
環
境
像
へ
の

到
達
を
目
指
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
新
た
な
プ
ラ
ン
で

は
、「
豊
富
な
地
下
水
」、「
低

炭
素
化
」、「
自
然
共
生
」、「
資

源
循
環
」、「
協
働
・
連
携
」

と
い
う
５
つ
の
基
本
目
標
を

設
定
す
る
と
と
も
に
、
５
つ

の
目
標
の
下
に
個
別
目
標

を
設
定
し
、
個
別
目
標
毎
に
、

地
下
水
の
自
主
規
制
や
水
源

保
全
な
ど
の
取
組
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

基本目標と個別目標 望ましい環境像
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協
議
会
組
織
に
よ
る

地
下
水
保
全（
会
費
の
活
用
）

「鍵」
その1大

垣
市
は
、
揖
斐
川
を
は
じ
め
と
す
る

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
河
川
が
市
域
を
流
下
す

る
と
と
も
に
、
豊
富
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
、

古
く
か
ら「
水
の
都
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

大
垣
市
を
含
む
西
濃
地
区
で
は
、
自
噴

水
を
は
じ
め
と
す
る
豊
富
な
地
下
水
源
に

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
下
水

を
活
か
し
た
開
発
が
進
み
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
開
発
に
伴
い
地
下
水
の
揚
水

量
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
地
下
水
位
が

低
下
し
、
自
噴
水
も
見
ら
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
地
域
の
貴
重
な
資
源

で
あ
る
地
下
水
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利

用
の
促
進
や
水
源
の
保
全
・
涵
養
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
１
９
７
４
年
に
、
大
垣

市
を
含
む
２
市
７
町（
大
垣
市
、
海
津
市
、

垂
井
町
、
神
戸
町
、
輪
之
内
町
、
養
老
町
、

揖
斐
川
町
、
大
野
町
、
池
田
町
）、
国
、
県
、

地
下
水
事
業
者
に
よ
り「
西
濃
地
区
地
下

水
利
用
対
策
協
議
会
」が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
協
議
会
で
は
、
会
員
か
ら
会
費
を
徴

収
し
、
①
地
下
水
採
取
の
適
正
化
の
推
進
、

②
水
利
用
合
理
化
の
推
進
、
③
地
下
水
の

調
査
お
よ
び
研
究
、
④
地
下
水
採
取
者
相

互
の
連
絡
と
協
調
、
⑤
各
種
用
水
道
の
建

設
促
進
、
⑥
地
盤
沈
下
の
防
止
、
⑦
そ
の

ほ
か
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
地
下
水
の
採
取
に
関
し
て
は
、

協
議
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
基
本

方
針
と
採
取
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
１
９
７
４
年
か

ら
の
自
主
的
な
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、

揚
水
量
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
地
下
水

位
も
近
年
横
ば
い
か
上
昇
し
て
い
ま
す
。

会
員
か
ら
徴
収
さ
れ
た
会
費
は
、
主
に

地
下
水
位
観
測
や
会
議
開
催
経
費
に
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
位
観
測
は
、
地
域
の
状
況
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
指
標
で
あ
り
、

や
利
用
形
態
が
地
域
ご
と
に
大
き
く
異
な

る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
課
題
や
実
態
等
を
把
握
す
る
た
め
、

知
見
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

協
議
会
で
は
、
通
常
総
会
に
お
い
て
、
有

識
者
や
企
業
、
他
地
域
の
団
体
等
を
招
き
、

講
演
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
地
下
水

保
全
を
テ
ー
マ
に
企
業
等
の
視
察
を
行
い
、

地
下
水
に
関
す
る
知
見
を
深
め
、
地
下
水

保
全
・
適
正
利
用
の
取
組
に
活
か
し
て
い

ま
す
。

地
下
水
保
全
対
策
の
最
も
基
本
的
で
重
要

な
活
動
で
す
。
地
下
水
位
を
観
測
す
る
こ

と
に
よ
り
地
下
水
位
の
経
変
的
変
化
や
季

節
的
変
化
を
把
握
し
、
地
下
水
の
流
れ
の

方
向
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
た
め
、
協
議
会
で
は
地
下
水
位
観
測
に

協
力
し
て
お
り
、
地
下
水
位
の
把
握
と
そ

れ
を
踏
ま
え
た
地
下
水
の
保
全
・
適
正
利

用
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果

と
し
て
、
地
下
水
位
は
近
年
横
ば
い
か
上

昇
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
下
水
は
、
地
表
水
と
異
な
り
、

目
に
見
え
ず
、
そ
の
賦
存
す
る
地
下
構
造

流域マネジメント、ここが「鍵」
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環
境
教
育
の
推
進
と
人
材
育
成

「鍵」
その2大

垣
市
で
は
、
市
民
や
事
業
者
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者

が
、
環
境
に
つ
い
て
学
べ
る
仕
組
み
や
機

会
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
身
近
な
自

然
環
境
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
環

境
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

環
境
学
習
で
は
、
市
民
講
師
や
行
政
職

員
に
よ
る「
か
が
や
き
出
前
講
座
」、
市
民

や
事
業
者
に
よ
る
環
境
学
習
会
が
開
催
さ

れ
て
お
り
、
環
境
学
習
会
は
２
０
２
１
年

度
に
は
１
６
８
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
各
小
中
学
校
で
の
取
組
や

自
然
保
護
団
体
の
活
動
の
推
進
に
加
え
、

水
生
生
物
調
査（
カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
事
業
）や「
子
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
事
業
」

な
ど
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
環
境
学
習
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
や
事
業
者
の
環
境
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
お
り
、
市
民
団
体
と
の
共
催
に
よ

る「
環
境
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
つ
い

て
は
２
０
０
０
年
度
か
ら
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
人
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の

体
験
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
環
境
を
大
切

に
す
る
心
を
育
ん
で
い
く
こ
と
を
目
指
し
、

「
ふ
る
さ
と
生
き
物
調
査
」を
夏
と
秋
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
。
夏
は
川
に
入
り
魚
捕

り
や
観
察
を
秋
は
里
山
で
野
鳥
、
昆
虫
・

植
物
・
木
の
実
の
観
察
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
将
来
を
見
据
え
て
、
環
境
行
動

を
支
え
る
人
材
の
支
援
や
育
成
に
も
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
環
境
リ
ー
ダ
ー
の
支
援
や
養
成

講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
連
携

「鍵」
その3大

垣
市
が
掲
げ
る
望
ま
し
い
環
境
像
の

実
現
を
図
る
た
め
に
は
、
行
政
は
も
と
よ

り
市
民
や
事
業
者
、
各
種
団
体
等
と
の
連

携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
大
垣
市

い
ま
す
。

大
垣
の
水
環
境
に
つ
い
て
は
、
大
垣
市

環
境
市
民
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る「
水

門
川
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
水
の

都
大
垣
の
復
活
と
、
市
内
の
中
小
河
川
の

豊
か
な
自
然
の
再
生
を
目
指
し
、
小
学
校

で
水
質
調
査
や
ハ
リ
ヨ
の
学
習
な
ど
出
前

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
は
、
大
垣
市
環
境
審
議
会
か

ら
必
要
な
助
言
を
受
け
つ
つ
、
市
民
や
事

業
者
と
の
協
働
に
よ
る
取
組
内
容
を
随
時

見
直
し
す
る
と
と
も
に
、
市
民
・
事
業
者
・

行
政
が
連
携
し
、
協
働
で
環
境
活
動
に
取

り
組
む
た
め
の
様
々
な
機
会
を
利
用
し
た

情
報
発
信
や
、
地
域
の
環
境
活
動
に
参
加

し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
等
へ
の
支
援
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
河
川
の
水
質
改
善
や
水
環
境
保
全

の
た
め
に
、
台
所
で
の
調
理
く
ず
・
油
な

ど
の
流
出
防
止
、
洗
濯
や
入
浴
時
の
洗
剤

の
適
正
利
用
な
ど
の「
ブ
ル
ー
リ
バ
ー
作

戦
」を
市
民
と
と
も
に
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
垣
市
環
境
基
本
計
画
に
基
づ

く
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
・
事
業

者
・
学
識
者
等
か
ら
構
成
さ
れ
る「
大
垣

市
環
境
市
民
会
議
」が
２
０
０
０
年
に
設

立
さ
れ
、「
暮
ら
し
を
変
え
て
、
未
来
に
夢

を
」を
合
い
言
葉
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
資

源
循
環
の
た
め
、
レ
ジ
袋
な
い
な
い
運
動

を
２
０
０
１
年
度
か
ら
開
催
し
た
り
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ
る
生
ご
み
の

た
い
肥
化
を
通
じ
て
循
環
型
の
暮
ら
し
の

普
及
を
図
る
た
め
、
コ
ン
ポ
ス
ト
販
売
の

補
助
や
市
民
向
け
の
出
前
講
座
を
行
っ
て

カワゲラウオッチングの様子

ふるさと生き物調査の様子

環境市民フェスティバル
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豊
富
で
良
好
な

地
下
水
の
保
全
と
適
正
利
用

注目1
大
垣
市
は
、
地
下
水
が
豊
富
で
、
古
く

か
ら
自
噴
水
で
で
き
た
河
間（
が
ま
）と
呼

ば
れ
る
イ
ズ
ミ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
近

年
ま
で
各
家
庭
に
は
井い

戸ど

舟ふ
ね

と
呼
ば
れ
る

三
槽
の
洗
い
場
が
あ
り
、
自
噴
水
を
活
用

し
て
き
ま
し
た
。

大
垣
市
で
は
、
豊
富
で
良
好
な
地
下
水

を
安
心
し
て
持
続
的
に
利
用
す
る
た
め
に
、

地
下
水
位
の
観
測
や
水
質
調
査
に
よ
る
実

態
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、
地
下
水
の
水

位
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
地
下
水
の
保
全

と
適
正
利
用
の
た
め
の
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
下
水
利
用
の
自
主
規

制
、
雨
水
や
再
生
水
な
ど
の
循
環
利
用
、

樹
林
地
・
農
地
な
ど
の
雨
水
浸
透
域
の
保

全
・
創
出
、
透
水
性
舗
装
や
浸
透
ま
す
・

浸
透
管
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
下
水
盆
を
共
有
す
る
西
濃
地
域
内
の
市

町
と
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
地
下
水
の
保

全
の
た
め
、
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま

た
2
0
1
3
年
か
ら
は
本
市
の
地
下
水

の
特
性
を
活
か
し
、
地
下
水
利
用
地
中
熱

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
導
入
の
支
援
を
行
う
な

ど
、
地
下
水
の
有
効
利
用
の
た
め
の
施
策

も
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
平
成
の
名

水
１
０
０
選
に
選
ば
れ
た「
加
賀
野
八
幡

神
社
井
戸
」な
ど
、
湧
き
水
に
触
れ
合
い
、

自
由
に
水
を
汲
む
こ
と
が
で
き
る「
わ
く

わ
く
湧
き
水
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
水
の
都

お
お
が
き
を
紹
介
し
た
り
、
大
垣
市
の
魚

ハ
リ
ヨ
の
保
護
活
動
を
通
じ
た
啓
発
活
動

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

年間日平均揚水量経年変化

わくわく湧き水マップ

（千m3/日）
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大
垣
市
で
は
、
各
種
施
策
の
進
捗
状
況

や
目
標
達
成
状
況
を
把
握
し
改
善
へ
と
繋

げ
て
い
く
た
め
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
よ
り
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
社

会
経
済
情
勢
や
施
策
の
進
捗
状
況
に
応
じ

て
継
続
的
に
計
画
を
改
善
す
る
こ
と
で
、

望
ま
し
い
環
境
像
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
取
組
の
成
果
や
目
標
及
び
指
標
の

達
成
状
況
に
つ
い
て
は
、「
大
垣
市
の
環

境（
年
次
環
境
報
告
書
）」な
ど
を
通
じ
て

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
の
揚
水
量
に
つ
い
て
は
、
西
濃

地
区
地
下
水
利
用
対
策
協
議
会
が
設
立
さ

れ
た
１
９
７
４
年
か
ら
地
下
水
揚
水
量
の

自
主
規
制
に
よ
り
、
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
地
下
水
の
水
位
に
つ
い
て
は
、
市
内
に

あ
る
10
箇
所
の
観
測
井
で
測
定
し
て
お
り
、

上
昇
ま
た
は
横
ば
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

地
下
水
の
水
質
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
２
０
２
１
年
度
は
、
県
が
２
箇
所
の
井

戸
で
、
市
が
５
箇
所
の
井
戸
で
環
境
基
準

健
康
項
目
28
項
目
の
調
査
を
実
施
し
、
す

べ
て
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
河
川
の
水
質
に
つ
い
て
は
、
市

内
に
県
が
２
箇
所
、
市
が
13
箇
所
、
国
土

交
通
省
が
３
箇
所
の
測
定
地
点
を
設
置
し
、

各
河
川
の
汚
濁
状
態
の
調
査
・
監
視
を

行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
度
の
結
果

で
は
、
大
腸
菌
群
数
を
除
く
す
べ
て
の
項

目
で
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

大
垣
市
エ
コ
水
都
環
境
プ
ラ
ン
の
実
績

報
告
時
の
施
策
評
価
の
う
ち「
協
働
・
連
携
」

の
目
標
指
標
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年

度
の
実
測
値
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
２
０
１
９

年
で
み
る
と「
環
境
学
習
会
・
出
前
講
座
」

が
２
７
９
回
、「
環
境
イ
ベ
ン
ト
」の
開
催

回
数
が
９
回
、「
環
境
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」

が
１
０
５
人
、「
市
民
環
境
賞
応
募
者
数
」

が
33
件
、「
環
境
美
化
活
動
参
加
者
数
」が

２
３
，
４
３
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

活動の	
効　果

目
標
や
指
標
に
よ
る

達
成
状
況
の
把
握

市内の年度別地下水揚水量の経年変化 市内の主要河川における水質（BOD）経年変化

大垣市エコ水都環境プラン施策評価（協働・連携）　2020報告書
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、環境学習会などの事業を縮小したため

（千m3/日） （mg/L）

評価基準
基準目標の目標値に対する
実績の割合を評価

A: 目標達成
B: 目標達成率８０％以上
C: 目標達成率70％以上
D: 目標達成率60％以上
E: 目標達成率60％未満

減少傾向


